
今
年
度
、
11
月
29
日
に
委
員
27
名
の

参
加
に
よ
り
視
察
研
修
を
実
施
し
ま
し

た
。研

修
先
は
丹
波
市
農
業
委
員
会
、
丹

波
ひ
か
み
農
業
協
同
組
合
で
し
た
。
視

察
の
目
的
は
他
の
農
業
委
員
会
の
委
員

活
動
報
告
及
び
意
見
交
換
、
ま
た
土
地

利
用
型
農
業
に
つ
い
て
学
び
委
員
の
研

鑽
を
深
め
る
こ
と
で
す
。

丹
波
市
農
業
委
員
会
と
の
活
動
事

例
の
報
告
会
で
は
丹
波
市
か
ら
3
名
、

当
委
員
会
か
ら
2
名
の
委
員
か
ら
日
頃

の
取
り
組
み
を
報
告
し
て
頂
き
、
双
方

活
発
な
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

豊
岡
市
農
業
委
員
会
か
ら
の
活
動

報
告
内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

日
高
町
西
気
地
区
の
概
要
。
区
数
：

7
区
、
人
口
：
約
700
人
、
高
齢
化
率
：

43.1
％
、
耕
地
面
積
：
約
162
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

水
稲
作
付
面
積
：
76
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
担

い
手
農
家
：
3
名

西
気
地
区
の
主
な
課
題
は
次
の
と

お
り
。
①
人
口
減
少
②
人
材
の
不
足
③

不
在
地
主
農
地
の
増
加
の
懸
念
④
獣
害

⑤
農
地
中
間
管
理
事
業
の
限
界
⑥
農
業

用
施
設
の
老
朽
化
⑦
農
地
に
携
わ
る
人

の
減
少
、
農
地
保
全
に
関
す
る
住
民
意

識
の
希
薄
化

西
気
地
区
で
は
今
後
も
進
む
で
あ

ろ
う
耕
作
者
の
減
少
や
遊
休
農
地
の
増

加
を
懸
念
し
、
危
機
管
理
を
地
区
全
体

で
共
有
し
て
農
地
利
用
調
整
の
検
討
を

進
め
よ
う
と
準
備
し
て
い
ま
す
。
地
域

内
の
農
会
長
の
会
合
で
の
「
い
き
い
き

農
地
バ
ン
ク
方
式
」
の
検
討
や
今
後
の

農
地
管
理
に
つ
い
て
農
家
の
意
向
調
査

や
話
し
合
い
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
水
稲
作
付
面
積
15
ヘ
ク
タ

ー
ル
を
地
区
内
の
担
い
手
農
家
が
担
っ

て
い
ま
す
。

持
続
可
能
な
地
域
営
農
の
た
め
に

は
担
い
手
を
主
体
と
し
た
農
地
の
集

積
、
集
約
化
を
進
め
、
効
率
的
な
農
地

利
用
が
出
来
る
よ
う
地
区
住
民
が
協
力

し
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

今
後
も
推
進
委
員
と
し
て
地
域
の

営
農
が
継
続
し
て
い
け
る
よ
う
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

内
町
地
区
の
概
要
。
戸
数
：
34
戸
、　

農
家
戸
数
：
30
戸
、
農
地
面
積
：
約
18

ヘ
ク
タ
ー
ル
、
高
齢
化
率
：
41.1
％
、
内

町
農
事
組
合
法
人
（
令
和
元
年
10
月
設

立
）昭

和
40
年
代
後
半
の
ほ
場
整
備
か

ら
約
半
世
紀
。
少
子
高
齢
化
の
影
響
も

あ
り
、
人
力
に
頼
っ
た
維
持
管
理
作
業

に
限
界
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。

そ
こ
で
、
効
率
よ
く
生
産
性
の
高

い
農
業
を
実
現
す
る
べ
く
、「
農
地
中

間
管
理
機
構
関
連
農
地
整
備
事
業
」
を

利
用
し
、
ほ
場
の
大
区
画
化
を
計
画
し

ま
し
た
。
維
持
管
理
作
業
の
負
担
に
な

っ
て
い
る
草
刈
り
は
、
自
走
式
草
刈
機

や
大
型
ト
ラ
ク
タ
ー
に
装
着
す
る
草
刈

機
「
ハ
ン
マ
ー
ナ
イ
フ
モ
ア
」
な
ど
を

使
用
し
、
労
力
の
大
幅
軽
減
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

内
町
農
事
組
合
法
人
の
組
合
員
で

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
営
農
組

合
が
10
年
後
も
元
気
に
活
動
で
き
る
た

め
に
様
々
な
ア
イ
デ
ア
を
ま
と
め
農
地

集
積
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

現
在
で
は
「
1
集
落
1
農
場
へ
」
と

し
て
集
落
の
全
農
地
を
内
町
農
事
組
合

法
人
へ
集
積
し
て
効
率
化
を
図
っ
て
い

ま
す
。
合
言
葉
「
心
は
一
つ
、
力
を
合

わ
せ
、
楽
し
く
、
仲
良
く
、
農
地
を
守

り
、
村
繁
栄
」。
今
後
も
集
落
の
農
地

保
全
の
た
め
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

国府平野
丹波市農業委員会との活動事例報告会の様子

ビオトープ

遊休農地

宮岡農業委員
日高地区

石原章二推進委員
（奈佐地区担当）

和藤達也推進委員
（西気地区担当）

安岡推進委員
日高地区

平野農業委員
国府・八代地区

中村推進委員
八代地区

和田推進委員
国府地区

視
察
研
修
報
告「
丹
波
市
農
業
委
員
会
」

委
員
活
動
を
報
告
し
ま
し
た
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日
高
東
地
区
の
中
で
国
府
地
区
を
担
当

し
て
い
ま
す
。
当
地
区
は
日
高
の
他
地
区

と
比
べ
比
較
的
遊
休
農
地
も
少
な
い
よ
う

に
見
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
農
業
従
事
者
の

不
足
、
高
齢
化
、
有
害
鳥
獣
な
ど
問
題
は

他
地
区
と
同
様
に
山
積
し
て
い
ま
す
。
今

か
ら
３
年
後
、
５
年
後
の
プ
ラ
ン
を
立
て

地
域
の
皆
様
と
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。

こ
の
ご
ろ
、
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ

て
よ
く
目
に
付
く
の
が
側
溝
や
田
圃
に

瓶
、
缶
、
ゴ
ミ
袋
等
が
ポ
イ
捨
て
さ
れ
て

い
て
、
マ
ナ
ー
の
悪
さ
に
呆
れ
る
と
共
に

危
険
も
感
じ
て
い
ま
す
。

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
と
な
り
、

遊
休
農
地
の
確
認
、
農
地
の
パ
ト
ロ
ー
ル

な
ど
日
々
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

（
国
府
地
区
推
進
委
員　

和
田　

美
好
）

　

八
代
地
区
を
担
当
し
て
い
ま
す
が
当
地

区
も
御
多
分
に
も
れ
ず
高
齢
化
、
後
継
者

問
題
に
悩
ま
さ
れ
て
い
て
遊
休
農
地
が
増

え
、
特
に
中
山
間
地
の
田
圃
に
は
顕
著
に

現
れ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
中
で
八
代
保
育
園
に
隣
接
す
る

遊
休
農
地
を
ビ
オ
ト
ー
プ
と
し
て
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。
メ
ダ
カ
、
カ
エ
ル
、
ド
ジ

ョ
ウ
、
タ
ニ
シ
、
タ
ガ
メ
等
の
水
生
生
物

が
生
息
し
蓮
も
植
え
ら
れ
、
７
月
頃
に
は

綺
麗
な
花
を
咲
か
せ
、
園
児
達
の
目
を
楽

し
ま
せ
て
い
ま
す
。
ま
た
暖
か
く
な
る
と

園
児
達
が
ビ
オ
ト
ー
プ
の
中
に
入
っ
て
、

色
々
な
水
生
生
物
を
網
で
掬
っ
て
水
槽
に

採
り
勉
強
会
が
開
か
れ
ま
す
。
た
ま
に
コ

ウ
ノ
ト
リ
も
飛
来
し
、
園
児
達
を
喜
ば
せ

て
く
れ
ま
す
。

　
（
八
代
地
区
推
進
委
員　

中
村　

勝
美
）

６
年
前
、
先
輩
委
員
と
農
地
パ
ト
ロ
ー

ル
に
同
行
し
ま
し
た
。
各
集
落
間
に
多
少

の
差
が
あ
る
も
の
の
、
概
ね
集
落
よ
り
山

沿
い
の
用
水
路
や
農
道
及
び
周
囲
の
栽
培

状
況
や
未
整
備
田
な
ど
栽
培
環
境
の
悪
い

場
所
に
遊
休
農
地
が
多
く
認
め
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
ア
ン
ケ
ー
ト
や
聞
取
調
査

に
よ
り
有
効
利
用
や
耕
作
依
頼
な
ど
実
施

す
る
も
、
山
間
部
は
ま
す
ま
す
荒
廃
し
、

最
近
で
は
平
坦
地
や
幹
線
道
路
沿
い
ま
で

散
見
さ
れ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

年
々
増
加
す
る
遊
休
農
地
は
農
家
や
集

落
、
地
域
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
複
雑
に
絡

み
合
っ
た
多
種
多
様
の
要
因
が
あ
り
、
一

つ
や
二
つ
の
対
策
で
解
決
す
る
と
は
思
え

ま
せ
ん
。
こ
こ
ま
で
ひ
ど
く
な
っ
た
反
省

も
緊
迫
感
も
あ
り
ま
せ
ん
。
農
家
も
地
域

も
い
ま
一
度
振
り
返
っ
て
み
る
時
期
が
来

て
い
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
農
家
や
地

域
で
問
題
の
解
決
が
で
き
れ
ば
よ
い
が

･･･

。
（
日
高
地
区
推
進
委
員　

安
岡　

平
夫
）

⑤　とよおか農業委員会だより　2023. 3. 24
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活
動
報
告
①

「
豊
岡
市
日
高
町
西
気
地
区
の

取
り
組
み
」

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

和
藤
　
達
也

活
動
報
告
②

「
再
整
備
と
農
事
組
合
法
人
の
両
輪
で

守
る
集
落
の
未
来
」

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

石
原
　
章
二


